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  By focusing on two persons who were involved in AD661-663 Baekje Relief 
War, the “ancestor of Mitani Gunji " who was a chief of local powerful families in the 
current northern Hiroshima Prefecture and Gusai who was a monk exiled from Baekje, 
this paper aims to identify the following three questions:  
1) What was the Baekje Relief War that the two persons of life are tossed? 
2) What did the war bring people in the communities?  









1 .  はじめに 
 
 三次市






















』（上巻 第 7 縁）の説話に登場する、
く だ ら
百済救援戦争に従軍した「























































































こ う く り
高句麗侵攻を契機に、同年
6 月、なかのおおえのおうじ中大兄皇子らはクーデターによって










































































































































































































































から難波に移動し、翌斉明 7（661）年 1 月、
斉明天皇・皇太子中大兄以下の政府首脳は難
波を出航して、3 月 25 日九州博多（な那ノ津）











軍 170 隻（1 隻 100 人とすれば 17,000 人）
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が渡海し、さらに翌天智 3 年 3 月には主力部


















































































  表 動員された軍士とその出身地                                               












































沙門道久   
韓島勝婆娑    
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豊前国ヵ  
土佐国ヵ  
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筑紫国  
筑紫国上八女郡  
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筑紫国 
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 〃   ⑧～⑪の4人は 
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筑紫総領 
  ？  




















































































































































































































欽 敬を為す。」と続ける。  
 
 













































































































させた。駐留唐軍は天智 10（671）年 6 月に
旧百済官人を使者として日本に援軍を要請
し、11 月には駐留唐軍 600人と旧百済軍 1400








































象徴的に語る 9)。  











































＝律令国家の完成とともに、1 戸 1 兵士を徴
















7. 抑留・帰還・顕彰・記憶  
 
抑留と帰還  











































































案内を勤めたのが、 4 人のうちの 1 人、
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接的ながら焦点を当ててみよう。  
























































避の態度もあったのではなかろうか 12)。  
 
 















 宝亀 11(780)年 2 月、新羅朝貢使の帰国に
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当たって、日本政府は事実上の朝貢関係解消
















域社会は大きく転換をはじめる 13)。  
 
 








































































































2)たとえば『朝日新聞』2014 年 6 月 2 日版「温故
知新 白村江の戦い 『最古の（集団的自衛権 
下向井補）行使例』ネットで話題」の見出し記事。 
3)岩波書店 2015。  
4)『新唐書』日本伝、『善隣国宝記』孝徳天皇白雉
5 年条所引「唐録」。なお石母田正『日本の古代国






年冬 10 月条の校訂者頭注。  
6)石母田正「古代における『帝国主義』について」（『歴
史評論』256 1972）  
7)植田千佳穂「史跡浄楽寺・七ッ塚古墳群測量調
査報告」（『広島県立歴史民俗資料館 研究紀
要』4 2003）  






は 8 世紀前半の全国総郷数を 4012 郷とする。
50 戸 1 郷で単純計算すると全国総戸数 20 万
600 戸となる。  
11)拙稿「日本律令軍制の形成過程」（『史学雑誌』
100-6 1991）  
12)拙稿「律令軍制と民衆」（『歴史評論』511 
1992）、同「軍縮と軍拡の奈良時代」（『歴
博』71 1995）、同『山口県史 通史編 原





























的研究 日本古代の国家と軍制』第 8 講「大
化改新と軍制改革」、（第 9 講「百済救援戦
争」、第 10 講「戦後防衛と新羅の朝貢再開」、
第 13 講～第 14 講「律令軍制の展開過程」）
をもとにしている。  
 
本稿と『芸備地方史研究』300 号特集号
(2016 発行予定）に寄稿した論文「三谷郡司
の先祖と百済僧弘済―古代の戦争を生きた人
々の苦難と亡命僧の地域社会への貢献―」（以
下、芸史論文）との関係について触れておき
たい。本稿は、芸史論文の「1．はじめに」と
「7．抑留・帰還・顕彰・記憶」を大幅に加筆
し、「2．百済の滅亡―動乱の東アジア」「8．
対新羅外交の解消と律令国家の転換」をあら
たに追加したものであり、他の 3．～6．の部
分は多少の字句の修正・加筆を施してはいる
ものの、芸史論文の内容とほぼ同一である。
本誌の読者が『芸備地方史研究』誌に触れる
ことはほとんどないはずなので、歴史研究の
成果を平和論に接続させる意図を込めて、本
誌に寄稿させていただく。芸備地方史研究会
および広島大学平和科学センターにはこの点
につき、ご了解いただきたい。  
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